











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































） 東 京 書 籍 株 式 会 社 、
一九八二年、
一―三頁。
( 7 ) 峯 島 旭 雄 「 植 村 正 久
そ の 法 然 ・ 日 蓮 論
」 、 『 近 代 日
















a p t i z e d
Bushido」について、
















( 10 ) 「 武 士 気 質 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』 第
一巻、
四 一 三 頁 。









( 12 ) 『 新 渡 戸 稲 造 全 集 』
第 一 巻 、










( 15 ) 「 キ リ ス ト 教 と 武 士 道 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第 一 巻 、 三 九五頁。
(16)「武士気質」 、
『 植 村 正 久 著 作 集 』 第 一 巻 、
四 一 三 ー 四 一 四 頁 。
(17)
「キ リ ス ト 教 と 武 士 道 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第 一 巻 、 三 九 四 頁 。
( 18 ) 「 キ リ ス ト 教 と 武 士 道 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』 第 一 巻 、 三 九 四 頁 。( 19 ) 「 武 士 気 質 」 、










「預 言 者 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第五巻、
新教出 版 社 、 一 九 六 六 年 、





警 醒 社 、
一 九 三 八 年 、
























治 学 院 大 学 キ リ ス ト 教 研 究 所 、 二 0 一 五 年 、 六 二 頁 ） 、 を 参 照 。
(25)「日本伝道論」、
『 植 村 正 久 著 作 集 』 第 一 巻 、
八 四 頁 。
( 26 )
「日 本 伝 道 論 」 、




























『 植 村 正 久 著 作 集 』 第 一 巻 、












と 親 鸞 』 と い う 著 者 の 名 と
題名とが出ている。
(31)
「黒 谷 の 上 人 」 、
『 植 村 全 集 』 第 七 巻 、
三五五頁。
(32)浅野順一
『 予 言 者 研 究 』
m
、 『 浅 野 順 一
著 作 』 第 七 巻 、 創 文 社 、
一九八三年、
六頁を参照。
( 33 ) 「 預 言 者 的 人 格 を 要 す 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第一巻、一七六頁。
( 34 ) 「 預 言 者 的 人 格 を 要 す 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第一巻、一七六頁。
( 35 )




「預 言 者 的 人 格 を 要 す 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第一巻、一七七頁。
(37)
「預 言 者 的 人 格 を 要 す 」 、 『 植 村 正 久 著 作 集 』
第一巻、一七七頁。
(38)「預言者的人格を要す」、『植村正久著作集』第一巻
、 一 七 七 頁 。
( 39 ) 夏 目 漱 石 が 、
明治維新以後の文明開化は、
「外発的」なもの
と し て 受 け ら ね ば な ら ず 、








個 人 主 義 ほ か
』中央公論社、
二00一年）。
こ の 論 理 は 、
「
ま
た明治初期移入されたキリスト教
にもそのまま当て
はまる」
と、
海老名有道、
大内三郎に指摘された
（『日本
キリスト教
史』日本基督教団出版局、
一九七0年、
三六九頁）。
(40
)
「植村正久年譜」、
『明
治文学全集
新島襄・植村正久•清
澤満之・網島梁川集
』第四六巻
、
筑摩書房、
一九七七年
、
四三九頁を参照。
(41
)
「日本の教会」、
『植村正久著作集』第六巻、
四八ー四九頁。
初版は
『福音新報』第五八六号（明治三九年九月二十日）
(42)「
神の王国」、
『植村正久著作集』第五巻、
三五三頁。
初版は
『福音
新報』第三六三号（明治三五年六月十二日）
(43
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三五六頁。
(44)「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三五六頁。
(45
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三五六頁。
(46
)
「黒谷の
上人」、
『植村
正久著作集
』第三巻
、
新教出版社、
一九六六年、
一五六ー一五七頁。
(47)「黒谷の上人」、
『植村正久著作集』第三巻、
一五七頁。
(48
)
「黒谷の上人」、
『植村正久著作集』第三巻、
一五七頁。
(49
)
「預言者的人格を要す」、
『植村正久著作集』第一巻、
新教出
版社、
一九六六年、
一七六頁。
(50
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三五八頁。
傍点は原文
のママ。
(51)佐藤弘夫『鎌倉仏教』、
築摩書房、
二0一四年、第一章「
法
然の旅」
も参照。
(52)「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六0頁。
(53
)
『岩波仏教辞典』第二 、
岩波書店、
二00二年、
五頁。
(54
)
「福音道志流部』（明治十
七年刊行された）、『植村正久著作集』
第五巻、
二九頁。
(55
)
『植村正久著作集』第五巻、
三五頁。
(56)『植村正久著作集』第五巻、
三五頁。
(57
)
『植村正久著作集』第五
巻、
三八ー 九
(58
)
『植村正久著作集』第五巻、
四四頁。
(59
)
カルヴヰン主義（カルヴィン主義
）、
神の主権・神にたいす
る畏敬・神の予定説の強調・義認と聖化につ
いての理解。
(60
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六0—三六一頁。
(61)『聖書』には、「アテネ人よ、我すべての事に就きて
汝らが神々
を敬ふ心の篤きを見る。
われ汝らが拝むものを見つ
つ道を
過ぐるほどに
『知
らざる神
に』と記したる―つの祭壇を見
出したり。
然れば我なんぢが知らずして
拝む所のものを汝
らに示さん」
（「使徒行伝」
一七二三—二三、『聖書』新改訳、
日本聖書
刊行会、
一九七0年）。
(62
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六五頁。
(63
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六五ー三六七頁。
(64)「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六七頁。
(65
)
「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六七頁。
(66)「黒谷の上人」、
『植村全集』第七巻、
三六六頁。
(67
)
峯島旭雄「植村正久
その法然・日蓮論
」、
『近代日
本の思想と仏教』
（峯島旭雄編）、
一九八二年、
東京書籍株
式会社、
一―一頁を参照。
また
『植村正久と其の時代』第
五巻、
教文館、
一九五五年、
九五三頁を参照。
(68
)
峯島旭雄「植村正久
その法然・日蓮論
」、
『近代日
六
本の思想と仏教』（峯島旭雄編）、
一
―
四頁
を参照。
また、
小田切信男「法然とパウロ
救済宗教と〈臨終の倫理〉
」、
『浄土教とキリスト教』山喜房仏書林、
一九五五年、
を参照。
(69)第一期（明治十一ーニ十七年）袖け学思想之創成期。第二期（明
治二十七ー三十六年）乙教会の指導の神学的基礎づ
け。
第三
期（
明治三十七ー大正十年）乙教会形成成における伝道者の
実践とその神学的性格。
第四期
（大正十I十四年）�最晩年
の思想
成熟期。
他の先行研究についても概ね、
この
石原謙
の説を踏襲している。
（石原謙「植村正久の生涯と路線」、『日
本キリスト教史論』新教出版社、
一九六七年、
に所収）
(70)「基督教の武士道」（九段美以教會に於ける植村正久の演説
の筆記）、
明治三十一
年三月・福音新報、
『植村正久とその
時代』第一巻、
教文館、
一九五五年、
六
―
―頁。
(71)植村の非連続の連続性が大内三郎に見出される。『植村全集』
第一巻（四七一頁
）の後記にされている。
(72)「基督教の武士道」、
『植村正久著作集』第一巻、
三九八頁。
(73)「識らざる神」、
『植村全集』第三巻、
五五四—五五五頁。
(74)小畑進 法然をめぐって二
植村正久の法然観
」、
『基
督神学』第ニ
―
号、
東京基督神学校、
二00九年、
六三頁
、
を参照。
(75)「識らざる神」、
『植村全集』第三巻、
五六一頁。
二七
